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令和５年度「青少年の非行・被害防止全国強調月間」取組結果 

都道府県名 山梨県 青少年行政主管課（室）名 教育庁生涯学習課 

最重点・重点課題 取組内容 備考 

最重点課題 

こどものイン

ターネット利

用におけるこ

どもの犯罪被

害等の防止 

○「青少年の非行・被害防止強調月間」冊子作成・配布（全県） 

 

○大会実施 

・青少年の非行・被害防止市民大会 ７月８日実施（上野原市） 

 出席者：１３５人（県議会議員、市議会議員、教育事務所副所長、市長、

教育長、社会教育課長、青少年育成関係団体等） 

 場 所：上野原市もみじホール 

 内 容：講演「やまなしの未来を切り拓く子ども、若者を育むために」 

       ・コロナ禍における子どもたちの心と体の変化や課題  

       ・子どもたちの健全育成のための取り組み 

 

○広報啓発 

・強調月間実施周知のチラシ配布（市川三郷町） 

町内全域に対し、強調月間実施の周知チラシを配布し、チラシ内にて、イ

ンターネット利用に係る子供の犯罪被害等の防止を呼び掛けた。 

・のぼり籏の設置（市川三郷町） 

町内３か所に、強調月間周知のための、のぼり旗を設置した。 

・啓発活動 第一週の３日間実施（市川三郷町） 

 ＪＲ身延線甲斐上野駅、市川大門駅、甲斐岩間駅にて、町民会議役員、関

係団体、地域警察官等（のべ２８名）が参加し、強調月間周知のため、Ｊ

Ｒ利用者に向けてポケットティッシュを配布した。 

・中学生対象のＳＮＳの利用法の啓発（中央市） 

 山梨県精神保健センターに講師を依頼して、ＳＮＳの依存症に関係する内

容の講演会を開催した。 

・駅前啓発活動 ７月４日実施（甲斐市） 

場  所：竜王・塩崎駅前広場 

内  容：７月強調月間を周知するためのチラシ・啓発物品（クリアファ

イル）を作成し、駅利用者へ配布した。 

・周知活動 ７月１日～７月３１日実施（甲斐市） 

 場 所：竜王北部公民館、敷島公民館、双葉公民館 

内 容：７月「青少年の非行・被害防止全国強調月間」を周知するための

横断幕、懸垂幕、のぼり旗を設置した。 
・ＳＮＳ、スマートフォンの使用ルールづくり等の啓発（昭和町） 
小学校一校で６月県の「ほっとネットセミナー」を６年生ＰＴＡ部会で実
施するなどして、ＳＮＳに潜む危険性の学習やスマホ等の使用ルールづく
りの研修を実施した。 

・青少年年保護育成のための環境浄化ポスターの掲示（昭和町） 
「スマートフォン等のフィルタリングの積極的な利用」を掲示し意識の高
揚を図った。 

・広報による啓発（山梨市、山中湖村） 

・チラシの配布（山梨市） 

 青少年育成山梨市民会議及び各地区市民会議（小学校単位）にてチラシを

配布し、周知を図った。 

・各学校での周知（山梨市） 

 夏休みの過ごし方の中で、インターネット等の利用に係る注意事項を周知

した。 

・非行防止標語の募集（富士吉田市） 

 健全な成長への自覚を促すため、市内５中学校の３年生を対象に非行防止

標語を募集、優秀作品を表彰した。 

・市の広報誌への掲載（富士吉田市） 
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 「ペアレンタルコントロール」を強調した防止対策。 

 大人（保護者）としての望ましい子どもとの接し方。 

・懸垂幕「青少年の非行・被害防止全国強調月間」掲示（富士吉田市） 

・パンフレットの窓口設置（南部町） 

「ゲームの安心安全ブック」（ゲーム機・スマホの正しい遊び方）のパン

フレット窓口設置を行った。 

・啓発資料の配布（韮崎市） 

 「ネットの危険からお子様を守るために 今、保護者ができること」 

「青少年の携帯電話・スマートフォン フィルタリングを利用しよう」 

・駅前キャンペーン活動 ７月５日実施（大月市） 

 出席者：大月市青少年総合対策本部、青少年育成大月市民会議、大月警察 

   署 

場 所：ＪＲ大月駅前及び周辺広場 

 内 容：強調月間の内容、声かけ運動についてなどを記した啓発文書をポ 

ケットティッシュに折り込み、通勤通学者等に呼びかけながら配 

布した。 

・「市民会議だより」第１０８号 ７月１日発行（大月市） 

７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」として、様々な活動の展

開を行っていることを掲載して、市民に知らせた。 

・「青少年だより」第１０９号 ７月１日発行（大月市） 

市内小中学生保護者に配布。楽しいＳＮＳにひそむ危険・・と題にして注 

意喚起を掲載した。 

・青少年保護育成のための環境浄化のポスター設置（富士河口湖町） 

・インターネット利用に関するチラシを配布（忍野村） 

・啓発キャンペーン ７月２日実施（笛吹市） 

 出席者：笛吹市青少年協議会 

場 所：市内商業施設 

 内 容：ポケットティッシュ（広告入り）、花の種（広告入り）、啓発ウ 

ェットティッシュ（広告入り）を配布した。 

・チラシ配布及び告知端末の放送による周知 ７月２１日実施（道志村） 

 １.インターネット利用に係る犯罪被害等の防止 

 ２.有害環境への適切な対応 

 ３.不良行為及び初発型非行（犯罪）等の防止 

４.再非行（犯罪）の防止 

５.いじめ・暴力行為等の問題行動への対応等について 

 

 

○会議・研修会等 

・夏の青少年生活指導会議 ７月１２日実施（身延町） 

 出席者：町内学校長、警察、教育長、町教育関係課課長、小中学校ＰＴＡ 

関係者、育成会・子どもクラブ関係者、保護司、少年補導員、主 

任児童委員他 

内 容：家族の絆・地域の絆に係る講演、夏季休業中の生活指導について 

（小中高担当）、青少年の非行防止について（警察署担当） 

・夏休み青少年教育関連事業における育成会指導者会議 ７月１４日実施

（鳴沢村） 

・敷島地区民会議環境部会 ７月４日実施（甲斐市） 

出席者：青少年育成推進員、少年補導員、小中学校 PTA、保護司代表 

場 所：敷島総合文化会館 

内 容：警察官による講演（インターネット、ゲーム課金等への注意喚

起） 

・甲斐市教育委員会主催の生徒指導担当者会 ７月１３日実施（甲斐市） 
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学校でアウ

トメディア

の呼びかけ 

 

何かあった

際には教育

委員会や警

察、学校に
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場 所：竜王北部公民館 

内 容：県教委から夏季休業中の生徒指導 

      いじめ防止やいじめへの対応、情報共有の方法等について 
・夏季生活指導推進会議 ７月１１日実施(昭和町) 
出席者：８０名 町民会議会長、昭和町内学校長、昭和高校生徒指導主 

事、小中学校生活指導主任・主事、青少年育成町民会議関係者 
等 

内 容：町民会議、各学校から、夏休み中の指導方針の説明を行った。 
      研修会「インターネットの正しい接し方」（教育庁生涯学習課） 
・「夏季生活指導推進会議」「青少年健全育成講演会」 ７月１３日実施

（富士川町） 

出席者：６０名（青少年育成富士川町民会議役員、町長、町議会議長、教

育長、教育委員他）  

場 所：富士川町民会館ホール 

内 容：町民会議の夏季生活指導の取り組み 

夏季生活指導について（小中高校各代表） 

講演「こども基本法と地域のみなさんへのお願い」（こども家

庭庁職員） 

・連合育成会総会（富士吉田市） 

 各育成会各役員に以下の文書を提案し、育成会ごとの取り組みを検討して

もらった。 

 ＜ＳＮＳに関わる事故・事件防止の取り組み＞ 

 「ネット・スマホのある時代の子育て」（内閣府発行）の「幼児編」「児

童生徒編」２種類の資料を配布し、地区の回覧板で周知する方法を紹介し

た。（３地区が活用） 

 ＜育成会主催による地域会議の開催、育成会だよりの発行＞ 

 ペアレンタルコントロールを勧める育成会だよりなどの取組を紹介した。 

・夏季生活指導会議 ７月１９日実施（南部町） 

出席者：５０名（地域住民代表等青少年育成関係者） 

欠席者は郵送へ資料送付し、合計約１００名が情報共有した。 

 内 容：青少年育成南部町民会議主催となり、県の重点目標、及び、町内

各小・中学校から夏休みの過ごし方や地域とのかかわりについ

て、関係者で確認を行った。特に、子どもが自宅でインターネッ

トを利用する時間が増え、不適切な受発信によりトラブルに巻き

込まれる機会の増加について懸念されるため、関係者相互協力の

うえでの取り組みが大切であることを強調した。 

          小・中学校からは近況と「あいさつ・声かけ」に関する地域への

協力依頼、南部警察署刑事生活安全課から、「SNS」等をテーマ

に講話を行い、関係者で確認を行った。 

・さわやか講演会 ７月５日実施（甲州市） 

出席者：１０１名（市長、教育長、市議会議長・市内ライオンズクラブ会

長、青少年育成関係者等） 

場 所：甲州市民文化会館ホール 

内 容：講演会資料に県青少年対策本部作成「令和５年度夏の青少年生活

指導の手引｣を配布、家庭・地域での協力を要請した。 

・青少年育成富士河口湖町民会議の開催及び組織体制の整備（富士河口 

 湖町） 

・地域の代表、村内小中学校教員、駐在所警察官等で夏休みの生活指導打ち

合わせ会を実施し、それぞれの取組の情報共有を図った。（山中湖村） 

・家庭・地域の教育力を高めるフォーラム ７月８日実施（都留市） 

出席者：教育関係者、青少年育成関係者、自治会、民生委員・児童委員等 

場 所：都留市まちづくり交流センター 

内 容：講演「私たちをとりまく「特殊・電話詐欺」の予防策と若者のス 
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マホ（ＳＮＳ）による迷惑行為」 

重点課題１ 

有害環境への

適切な対応 

 

○広報啓発 

【再掲】強調月間実施周知のチラシ配布（市川三郷町） 

【再掲】のぼり籏の設置（市川三郷町） 

【再掲】啓発活動 第一週の３日間実施（市川三郷町） 

【再掲】広報による啓発（山梨市） 

・啓発チラシの配布 ７月１日新聞折込（南アルプス市） 

 内容：夏の青少年健全育成 

【再掲】チラシ配布及び告知端末の放送による周知 ７月２１日実施（道志

村） 

・夏休み青少年生活指導の推進（北杜市） 

【再掲】青少年育成富士河口湖町民会議の開催及び組織体制の整備（富士河

口湖町） 

 

〇会議・研修会等 

【再掲】夏休み青少年教育関連事業における育成会指導者会議 ７月１４

日実施（鳴沢村） 

・青少年育成推進員会議（北杜市） 

・青少年育成小淵沢地区民会議青少年健全育成研修会（北杜市） 

 

○パトロール等 

・市推進員による夜間パトロール実施（中央市） 

 田富地区は「インターネットカフェ」及び地区内全域 

 玉穂・豊富地区は「大丸パークレーンズ（ボウリング場）、イオンタウ

ン」及び地区内全域 

 ※事前に関係各所には公文書により了解を取っている。 

・村内パトロールの実施（鳴沢村） 

青少年行政担当者・青少年教育関係者による村内パトロールを行う。 

・有害環境浄化の調査と巡回パトロール ７月３０日実施（昭和町） 
・巡回パトロール（昭和町） 
 夏季生活指導の一環として地区ごと、育成会長、育成推進員、各小中学校
ＰＴＡ等を中心に、巡回パトロールを行った。 

・青少年育成推進員による各地区巡回パトロール（山梨市） 
・環境巡回点検・愛のパトロール 小中学校夏休み中実施（南アルプス市） 
 出席者：青少年育成南アルプス市民会議、育成会、子どもクラブ、青少年

育成推進委員、ＰＴＡ 等 
 内 容：各地区にて通学路やコンビニ、書店等の巡回・点検、非行・被害

防止のための夜間パトロールを行った。 
・各地区夏季巡回パトロールの実施（北杜市） 
・愛のパトロール（甲州市） 
 参加者：青少年育成甲州市民会議役員・青少年育成会長・甲州市青少年育

成推進員会・大和駐在所員 
 内 容：①地区パトロール活動。塩山・勝沼・大和地区ごとに行った。巡

回活動を少人数グループまたは個人で行った。 

②「青少年を取り巻く社会環境実態調査」図書やＤＶＤ販売等

の店舗を巡回し、適切な配置に努め、陳列に問題があると見 

受けられる店舗には、適切な配置の要請を行った。 
・登校時のパトロール（忍野村） 
 
○立入り・実態調査 

・白ポストによる有害図書の回収 ７月３日実施（身延町） 

・青少年を取り巻く社会環境実態調査 ７月１９日実施（身延町） 

町内書店等への立入り調査をした。 
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・危険個所の点検（鳴沢村） 

青少年教育関係者により村内の「空家・廃屋・陰になる場所」を点検。 

・青少年を取り巻く社会環境実態調査（甲斐市） 

＜竜王地区＞ 

実施日：７月１２日（水） 

対 象：コンビニ店・書店・ネットカフェ 

参加者：４名（少年補導員・竜王地区民会議事務局） 

＜敷島地区＞ 

 実施日：７月１３日（木） 

 対 象：地区内コンビニエンスストア９店舗、書店、レンタル店、大型ス 

ーパー、カラオケ店 

 参加者：少年補導員４名，警察官２名（敷島交番） 

敷島地区民会議事務局員，青少年育成カウンセラー 

＜双葉地区＞ 

実施日：７月２６日（水） 

 対 象：コンビニ店、書店、ビデオ店、ゲームセンター等 

 参加者：双葉地区民会議副会長、環境部正副部長、事務局、甲斐警察署警 

察官 

・青少年を取り巻く社会環境実態調査（昭和町） 

昭和町民会議により、調査訪問したコンビニ、カラオケ店等に、有害環境

浄化への協力依頼を行った。 

・青少年を取り巻く社会環境調査 ７月２１日実施（西桂町） 

 参加者：西桂駐在所、少年補導員、町民会議会員 

 内 容：コンビニ等の各店舗へ青少年健全育成について協力を依頼した。 

・青少年を取り巻く社会実態調査 ７月１８日実施（富士川町） 

 出席者：９名（青少年育成富士川町民会議正副会長、環境浄化部会員、峡

南教育事務所立ち入り調査員、事務局員） 

内 容：町内９カ所の事業所について有害図書等を調査した。 

・青少年を取り巻く社会環境実態調査の実施（山梨市、富士吉田市、北杜

市、笛吹市） 

・有害図書、ビデオ、ＤＶＤ等の回収（山梨市、富士吉田市） 

・白ポスト設置による有害図書の回収（南部町、富士河口湖町） 

・社会環境実態調査（韮崎市） 

ビデオ、有害図書類自動販売機の調査を行った。 

深夜営業施設調査（担当職員による管内の調査対象店舗の巡回調査） 

・白ポストの回収（甲州市） 

塩山・勝沼駅に設置された白ポストの中身を「愛のパトロール」の折に回

収した。 

・社会環境調査 ７月４日実施（大月市） 

 市内全コンビニエンスストアを訪問し有害図書類等の調査を行った。市内

のカラオケ店を訪問し深夜時間の営業等の対応について調査を行った。 

・白ポスト利用状況調査  ７月４日実施（大月市） 

 ＪＲ市内各駅及び富士急行大月駅に設置してある白ポストを点検し有害図

書・ＤＶＤの処分を行った。 

・青少年を取り巻く社会環境実態調査及び白ポストの点検回収の実施 ８月

３日実施（上野原市） 

出席者:上野原市育成推進員、青少年地域カウンセラー 

 場 所：上野原市内コンビニ及びスーパー 

内 容:コンビニエンスストア等の有害図書の販売状況の調査を行った。 

     市内設置の白ポストの点検と有害図書等を回収した。 

・有害図書、ビデオ等自動販売機実態調査（山中湖村） 

・青少年を取り巻く社会環境実態調査 ７月２０日実施（都留市） 
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 場 所：都留市内の書店・コンビニ 

 内 容：有害図書類の区分陳列や包装が適正になされているか、カラオケ 

ボックス等において、深夜の青少年の立入禁止が表示されている 

か等を調査した。 

・白ポスト回収 ７月２０日実施（都留市） 

富士急行線の東桂・都留文科大学前・谷村町・都留市の各駅の白ポストか 

ら有害図書を回収した。 

・白ポストの回収（甲府市） 

 甲府駅と南甲府駅の各構内に設置している白ポストから有害図書等を回 

収した。 

・有害図書等環境調査（甲府市） 

 コンビニエンスストア・ビデオ販売店・レンタルビデオ店等を調査した。 

 

重点課題２ 

薬物乱用対策

の推進 

 

〇大会実施 

【再掲】青少年の非行・被害防止市民大会 ７月８日実施（上野原市） 

 

○広報啓発 

【再掲】強調月間実施周知のチラシ配布（市川三郷町） 

【再掲】のぼり籏の設置（市川三郷町） 

【再掲】啓発活動 第一週の３日間実施（市川三郷町） 

・薬物乱用防止についての広報（鳴沢村） 

ホームページ・データ放送に薬物乱用防止に係る広報を掲載（鳴沢村） 

・チラシ配布及び広報活動（早川町） 

【再掲】周知活動 ７月１日～７月３１日実施（甲斐市） 

・薬物乱用防止の啓発（昭和町） 

 小中学校訪問時に、薬物乱用防止に向けた学習の確実な実施を依頼した。

中学校において薬物・ネット依存防止教室を実施し生徒に自覚を促す機会

とした。 

・「令和５年度 夏の青少年生活指導の手引き」等の活用（富士川町） 

・町広報誌等による啓発（富士川町） 

【再掲】広報による啓発（山梨市） 

・街頭キャンペーン（山梨市） 

・薬物乱用防止指導員による啓発（富士吉田市） 

 「令和５年度国際麻薬乱用撲滅デー・ヤング街頭キャンペーン」に参加

し、リーフレットの配布や募金活動などの啓発活動を行った。 

・薬物乱用防止の啓発（富士吉田市） 

地区の夏祭りで「薬物乱用防止」ののぼりを掲げ、リーフレット・ティッ

シュを配布した。 

【再掲】非行防止標語の募集（富士吉田市） 

・薬物乱用を禁ずるポスターの掲示（南部町） 

・啓発資料の配布（韮崎市） 

『薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」』 

「子供のまわりには危険がいっぱい」 

・ヤング街頭キャンペーン ６月２３日、２６日実施（甲州市） 

 オギノ甲州店駐車場を中心として薬物使用防止を謳ったリーフレットやテ

ィッシュペーパーを配布した。 

・薬物乱用防止教室（甲州市） 

 甲州保護区保護司会が主催となり、日下部警察署から講師を招き塩山中学

校で薬物乱用について講習を行った。 

【再掲】「市民会議だより」第１０８号 ７月１日発行（大月市） 

【再掲】青少年保護育成のための環境浄化のポスター設置（富士河口湖町） 

・笛吹市ホームページで“薬物利用は【だめ。絶対。】”掲載（笛吹市） 

 



 

7 

 

〇会議・研修会等 

【再掲】夏の青少年生活指導会議 ７月１２日実施（身延町） 

【再掲】甲斐市教育委員会主催の生徒指導担当者会 ７月１３日実施（甲斐 

市） 

・６月１日に支部会議を運営する支部長を集め、支部長会議を開催して地域

の指導者に対して強調月間の趣旨を説明し協力を求めた。（大月市） 

【再掲】青少年育成富士河口湖町民会議の開催及び組織体制の整備（富士河

口湖町） 

 

○パトロール等 

【再掲】各地区夏季巡回パトロールの実施（北杜市） 

 

○立入り・実態調査 

・青少年を取り巻く社会環境の実態調査の実施（忍野村） 

 

重点課題３ 

不良行為及び

初 発 型 非 行

（犯罪）等の

防止 

〇大会実施 

【再掲】青少年の非行・被害防止市民大会 ７月８日実施（上野原市） 

 

○広報啓発 

【再掲】強調月間実施周知のチラシ配布（市川三郷町） 

【再掲】のぼり籏の設置（市川三郷町） 

【再掲】啓発活動 第一週の３日間実施（市川三郷町） 

【再掲】夏の青少年生活指導会議 ７月１２日実施（身延町） 

・防災無線による広報啓発（身延町） 

実施日：７月１日、１５日 

内 容：「社会を明るくする運動」並びに「青少年の非行・被害防止」全

国強調月間の啓発を行った。 

・学校声かけ運動（早川町） 

・地域住民と青少年の参加活動（甲斐市） 

 有価物回収、公園・地域の清掃、草取り、ラジオ体操等 

【再掲】周知活動 ７月１日～７月３１日実施（甲斐市） 
・強調月間の横断幕の設置（昭和町） 
役場前に設置し、地域への周知を図った。 

・朝のあいさつ運動 ７月６日、１３日実施（富士川町） 

 出席者：２日間で延べ４２名（青少年育成富士川町民会議正副会長、青少

年部会員、事務局員） 

場 所：町内８カ所 

・富士川町ラジオ体操会における朝のあいさつ運動 ７月３０日実施（富士 

川町） 

出席者：３０名（青少年育成富士川町民会議正副会長、青少年部会員、事

務局員） 

場 所：町内５カ所 

・大自然体験会の実施 ７月２７日、２８日実施（富士川町） 

 出席者：小中学生４０名参加 

場 所：平林地区  

内 容：ふるさと自然塾で宿泊、自然体験を行った。 

・社会を明るくする運動について町広報誌への掲載（富士川町） 

【再掲】広報による啓発（山梨市） 

【再掲】非行防止標語の募集（富士吉田市） 

【再掲】懸垂幕掲示（富士吉田市） 

・市内一斉「お帰りメロディー」の放送（南アルプス市） 
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・青少年育成上野原市民会議構成団体(小中高を含む)への啓発活動（上野原

市） 

 内 容：県青少年対策本部作成の「夏の青少年生活指導の手引き」及び、 

「山梨県青少年の非行・被害防止強調月間」実施要綱を配布し 

た。 

・社会を明るくする運動 ７月３日実施（都留市） 

都留市・道志村・西桂町の首長へ、犯罪や非行のない明るい社会づくりに 

ついて理解と協力を求める内閣総理大臣メッセージの伝達、及び都留文科 

大学前駅・道の駅どうしにおいて社会を明るくする運動の啓発物品を配布

した。 

・社会を明るくする運動の横断幕を市庁舎へ設置（都留市） 

・「家庭・地域の教育力を高めるフォーラム」において、社会を明るくする 

運動のポスター掲示、啓発物品配布（都留市） 

【再掲】啓発キャンペーン ７月２日実施（笛吹市） 

 

〇会議・研修会等 

・青少年育成山梨市民会議の開催と連携の促進（山梨市） 

・連合育成会総会（富士吉田市） 

 各育成会役員に以下の内容の文書を提案し、育成会ごとの取組を検討して

もらった。 

・育成会主催による地域会議の開催。 

・ あいさつ、声かけ運動の推進。（ＰＴＡ活動への積極的な参加） 

・飲酒・喫煙・深夜徘徊の防止。（巡回パトロール） 

【再掲】夏季生活指導会議 ７月１９日実施（南部町） 

【再掲】青少年育成小淵沢地区民会議青少年健全育成研修会（北杜市） 

・各地区支部会議の実施 ６月１7日～７月 2日実施（大月市） 

 地域における青少年育成活動の推進を目的に開催し地域の子どもたちを地

域の大人が見守る話し合いを行った。 

・夏休み前の市内小中学校訪問 ７月１日～７月１４日実施（大月市） 

 各地区の役員が訪問し児童生徒の夏休み中に想定される問題点等を話し合

った。 

【再掲】青少年育成富士河口湖町民会議の開催及び組織体制の整備（富士河

口湖町） 

【再掲】地域の代表、村内小中学校教員、駐在所警察官等で夏休みの生活指

導打ち合わせ会を実施し、それぞれの取組の情報共有を図った。

（山中湖村） 

 

○パトロール等 

【再掲】村内パトロールの実施（鳴沢村） 

・不良行為抑制及び防止活動（鳴沢村） 

 青少年育成会事業により、ラジオ体操（７月２６日～２９日）及び地区清 

 掃（７月２９日）を行う。 

・愛のパトロール（甲斐市） 

青少年を取り巻く環境の浄化、青少年の犯罪被害防止を目的としたパトロ

ールを実施した。 

＜竜王地区＞ 

実施日：８月１日～８月９日 

場 所：竜王地区内 

参加者：青少年育成推進員・少年補導員・竜王交番警察官・竜王地区民会 

議事務局 

＜敷島地区＞ 

 実施日：７月１８日、２５日、８月１日、８日、１７日 
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 場 所：敷島地区内（山の手通りを境に南北２方面） 

 参加者：少年補導員、地区民会議環境部、青少年育成推進員、 

警察官、地区民会議事務局員、青少年育成カウンセラー 

＜双葉地区＞ 

実施日：８月３日、１７日 

 場 所：双葉地区内 

参加者：青少年育成推進員 甲斐警察署警察官 事務局 

【再掲】有害環境浄化の調査と巡回パトロール ７月３０日実施（昭和町） 

・夏休み巡回パトロール ７月２１日～８月１８日実施（西桂町） 

夏休み期間中、西桂駐在所、少年補導員、町民会議会員による非行防止啓

発パトロールを行った。 

【再掲】青少年育成推進員による各地区巡回パトロール（山梨市） 

【再掲】環境巡回点検・愛のパトロール 小中学校夏休み中実施（南アルプ

ス市） 

【再掲】各地区夏季巡回パトロールの実施（北杜市） 

【再掲】愛のパトロール（甲州市） 

・地区補導員・専門補導員による街頭補導活動（甲府市） 

 

○立入り・実態調査 

・「こども１１０番の家」の見直しと確認、通学路点検（昭和町） 

青少年育成推進員、育成会長、各小中学校ＰＴＡが中心となり行った。 

 

重点課題４ 

再非行(犯罪)

の防止 

 

○広報啓発 

【再掲】強調月間実施周知のチラシ配布（市川三郷町） 

【再掲】のぼり籏の設置（市川三郷町） 

【再掲】啓発活動 第一週の３日間実施（市川三郷町） 

【再掲】周知活動 ７月１日～７月３１日実施（甲斐市） 

・あいさつ運動 ７月６日、７日、１１日実施（昭和町） 
町内各小中学校児童会・生徒会（一部高校生も参加）が、合同で朝あいさ 
つ運動を行った。 

・保護司会による声かけ、あいさつ運動（昭和町） 

【再掲】「令和５年度 夏の青少年生活指導の手引き」等の活用（富士川

町） 

【再掲】町広報誌等による啓発（富士川町） 

【再掲】広報による啓発（山梨市） 

・社会を明るくする運動（山梨市） 

【再掲】市の広報誌への掲載（富士吉田市） 

【再掲】非行防止標語の募集（富士吉田市） 

【再掲】「市民会議だより」第１０８号 ７月１日発行（大月市） 

【再掲】社会を明るくする運動 ７月３日実施（都留市） 

【再掲】社会を明るくする運動の横断幕を市庁舎へ設置（都留市） 

【再掲】「家庭・地域の教育力を高めるフォーラム」において、社会を明る 

くする運動のポスター掲示、啓発物品配布（都留市） 

【再掲】啓発キャンペーン ７月２日実施（笛吹市） 

 

〇会議・研修会等 

・夏休み青少年関係事業における育成会指導者会議 ７月１４日実施（鳴沢

村） 
【再掲】夏季生活指導推進会議 ７月１１日実施(昭和町) 
【再掲】街頭キャンペーン（山梨市） 

〇保護者・青少年向けの防犯教室等 

・小学校防犯教室 ７月２０日実施（鳴沢村） 
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【再掲】青少年育成小淵沢地区民会議青少年健全育成研修会（北杜市） 

・「社会を明るくする運動」啓発活動（甲州市） 

 保護司会と連携し、市内各事業所及び市内各小中学校を訪問して再非行防

止を呼び掛けた。 

【再掲】青少年育成富士河口湖町民会議の開催及び組織体制の整備（富士河

口湖町） 

 

○パトロール等 

【再掲】村内パトロールの実施（鳴沢村） 

【再掲】愛のパトロール（甲斐市） 

【再掲】各地区夏季巡回パトロールの実施（北杜市） 

・市内祭典パトロールの実施 ７月２２日、８月１９日、９月３～４日（上 

野原市） 

 出席者：上野原市育成推進員、上野原警察生活安全課、青少年地域カウン

セラー 

内 容：市内３ヶ所の神社(江の島神社、諏訪神社、牛倉神社)の祭典パト

ロールを行った。 

※７月２２日の江の島神社祭礼は神事のみとなり、パトロールは中止とな 

った。 

【再掲】登校時のパトロール（忍野村） 

【再掲】地区補導員・専門補導員による街頭補導活動（甲府市） 

 

○相談・支援 

・カウンセリングによる相談・支援（甲斐市） 

＜竜王地区＞ 

 実施日：７月２８日 

場 所：竜王北部公民館 

内 容：竜王地区教育相談電話による相談・支援を行った。 

甲斐市心のホットラインによる相談・支援を行った。 

＜敷島地区＞ 

実施日：７月７日 

 場 所：敷島総合文化会館 多目的室 

 内 容：認定カウンセラーによる家庭教育支援カウンセリングを実施し 

た。 

＜双葉地区＞ 

実施日：７月１４日  

場 所：双葉公民館 

内 容：教育相談電話、甲斐市心のホットライン」による相談・支援を行 

った。 

 

重点課題５ 

重大ないじめ ・暴力

行為等の問題

行動への対応 

〇大会実施 

【再掲】青少年の非行・被害防止市民大会 ７月８日実施（上野原市） 

 

○広報啓発 

【再掲】強調月間実施周知のチラシ配布（市川三郷町） 

【再掲】のぼり籏の設置（市川三郷町） 

【再掲】啓発活動 第一週の３日間実施（市川三郷町） 

・中央市いじめ問題対策連絡協議会による継続的な活動（中央市） 

【再掲】広報による啓発（山梨市） 

・「少年の主張」の募集（山梨市、富士吉田市、甲州市） 

・児童・生徒の自殺予防に関わる学校での取り組み啓発（山梨市） 

【再掲】市の広報誌への掲載（富士吉田市） 
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【再掲】非行防止標語の募集（富士吉田市） 

【再掲】夏休み前の市内小中学校訪問 ７月１日～７月１４日実施（大月

市） 

・「青少年だより」第１０９号 ７月１日発行（大月市） 

 「悩みがあったら大人に相談」を呼び掛け、相談機関の電話番号を掲載し 

た。 

【再掲】啓発キャンペーン ７月２日実施（笛吹市） 

 

〇会議・研修会等 

・夏休み青少年関係事業における育成会指導者会議 ７月１４日実施（鳴沢

村） 
・いじめ等教育問題対策連絡協議会 ７月１９日実施（昭和町） 
  行政関係・学校関係・法務局・警察・児相・町民会議等の団体代表が集ま

って、いじめ防止等に関する情報共有や意見交換を行った。 
【再掲】青少年育成小淵沢地区民会議青少年健全育成研修会（北杜市） 

【再掲】青少年育成富士河口湖町民会議の開催及び組織体制の整備（富士河

口湖町） 

【再掲】家庭・地域の教育力を高めるフォーラム ７月８日実施（都留市） 

・青少年の健全育成に関わる作文の募集 ７月～８月実施（都留市） 

対 象：小中学生 

・青少年の健全育成に関わる標語の募集 ７月～９月実施（都留市） 

対 象：小中高生・一般 

・市広報に青少年健全育成シリーズ掲載（都留市） 

・いじめ防止教室開催の検討（忍野村） 

【再掲】啓発キャンペーン ７月２日実施（笛吹市） 

 

○パトロール等 

【再掲】各地区夏季巡回パトロールの実施（北杜市） 

 

○相談・支援 

・子育て・親育ち相談室の実施 ７月２５日実施（身延町） 

 カウンセリング心理士による保護者向けの個別相談を行った。 

【再掲】カウンセリングによる相談・支援（甲斐市） 

・町の広報誌による相談窓口（青少年育成カウンセラーによる相談窓口）開

設と利用の周知（昭和町） 

・相談事業の実施（通年）（富士川町） 

・見守りフィルターの設置（自殺などに関する検索結果の察知）（山梨市） 

・相談窓口の広報（南部町） 

・相談窓口周知のためのポスター設置（富士河口湖町） 

・「子ども・青少年総合相談センター（あおぞら）」を設置（甲府市） 

 従来の相談内容である、いじめや問題行動等の相談に加え、ヤングケアラ 

ー等の今日的な課題に即時対応している。 

 

※1 青少年センターの具体的な名称は、青少年センターのほか、少年補導センター、青少年育成センター、

青少年指導センター、青少年補導センター、青少年相談センター、少年センターなど、地域の実情やしゅた

つ活動内容に応じ様々。（こちらは項目に沿った記載をお願いします。） 

 

※各区分に重複する取組内容については、【再掲】と標記 

※特に、最重点課題については記載漏れがないように願います。 

※各項目は必須ではありません。各自治体の実情に応じて推進した取組結果を記載してください。 

 


